
 2025年８⽉７⽇ 

 スパイダープラス株式会社 

 代表取締役社⻑ 伊藤謙⾃ 

 （東証グロース：4192） 

 2025年12⽉期 第２四半期 決算説明資料スクリプト 

 【決算発表資料】 

 https://spiderplus.co.jp/ir/results/ 

 【スクリプトに関する注意事項】 

 本スクリプトにおける将来の⾒通しに関する記述は、将来の結果や業績を保証するものではありませ 

 ん。将来予想に関する記述には、既知および未知のリスクや不確実性が含まれており、その結果、将 

 来における実際の業績や財務状況は、将来予想に関する記述によって明⽰的または黙⽰的に⽰された 

 将来の業績や結果の予測とは⼤きく異なる可能性があります。これらの記述に記載された結果と⼤き 

 く異なる可能性のある要因には、国内および国際的な経済状況の変化や、当社が事業を展開する業界 

 の動向などが含まれますが、これらに限定されるものではありません。本書き起こしは、情報提供の 

 みを⽬的として作成しております。また、⽇本、⽶国、その他の地域における有価証券の販売の勧誘 

 や購⼊の勧誘を⽬的としたものではありません。 
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 当社はテクノロジーの⼒で建設現場の⽣産性向上や働き⽅改⾰に貢献する事業を⾏っています。 

 建設業界は、都市部の再開発や⽼朽化したインフラの修繕需要増加を主な要因として、⻑期的に市場 

 規模が拡⼤していくとみられています。⼀⽅で、働き⼿・担い⼿の減少が続くという構造的な課題を 

 抱えており、DXによる⽣産性向上のニーズの⾼まりが建設DXの市場機会と当社は捉えています。 
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 ここ数年、⼈件費や資材価格が上昇を続けており、「建設現場のコスト増加」も建設業界の対処すべ 

 き課題となっています。IT活⽤による抜本的な業務改善が必要な状況です。 

 政府や⾏政が取り組む規制や法改正も建設現場のIT活⽤・DXを推進するものが多く、これらの市場 

 環境から現場のデジタル活⽤が加速し、建設DX市場は今後さらに拡⼤する⾒込みです。 
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 建設DXニーズの動向について補⾜します。建設業界の⼤⼿企業はDXに積極的に取り組んでおり、デ 

 ジタルツールの導⼊による業務のデジタル化から、施⼯データやAIを活⽤した業務プロセスの変⾰ま 

 で、ニーズが⾼度化・多様化しています。 

 建設業界では、これらのニーズに対応できるソリューションが求められています。当社においても、 

 さらなる⽣産性向上を実現するためのSPIDERPLUS活⽤⽅法などについて相談をいただく機会が増 

 えており、当社の成⻑機会は拡⼤しています。 
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 市場環境と需要動向を踏まえて、FY2025では「DX先進企業との共創」「既存顧客の浸透」「未導⼊ 

 企業の開拓」という３つの重点施策を掲げています。 

 「DX先進企業との共創」では、⾜元で需要が⼤きく拡⼤している⼤⼿顧客のニーズを優先的に取り 

 込むことに注⼒しています。「DX先進企業との共創」は、顧客の現場サイドからだけではなく、DX 

 戦略室など顧客の経営サイドとの取り組みが強化されます。 

 そのため、この施策は⼤⼿顧客の全社導⼊促進に繋がり、⼤⼿全社導⼊の促進は、その企業のサプラ 

 イチェーンを構成する全国の中堅・中⼩企業群への展開、すなわち未導⼊企業の開拓促進に繋がると 

 考えております。 

 ここから、FY2025.Q2の業績ハイライトについてご説明します。 

 5 



 FY2025.Q2の概要です。 

 事業⾯においてはDX先進企業を中⼼に関係強化を進め、顧客ニーズも踏まえた新たなプロダクト 

 ロードマップを策定しました。また、前四半期から継続して⼤⼿企業内における浸透を早めるための 

 顧客エンゲージメント向上と、中⼩企業開拓では中⼩企業向けオンボーディング体制構築に取り組ん 

 でいます。 

 業績⾯では、四半期売上⾼11.9億円、四半期営業損失△0.2億円、ARR成⻑率YoY+22%となりまし 

 た。FY2025のKGIである通期⿊字化達成に向けて、先⾏してEBITDAが前四半期から継続して四半期 

 ⿊字化を達成しています。引き続き、将来の成⻑に必要な投資も継続していきます。 
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 業績進捗は、売上⾼が前期からの課題である「⼤型商談の⻑期化」の継続によって想定よりも低調に 

 進捗している⼀⽅で、収益性は通期⿊字化に向けて順調に進捗しています。 

 財務実績は、売上⾼がARR成⻑に伴うストック収⼊の増加により対前年同期⽐で拡⼤しています。収 

 益⾯では、⽣産性の⾼まりによって各段階利益が前年同期⽐で⼤きく改善しています。EBITDAは 

 FY2025.Q2（累計期間）で53百万円の⿊字となりました。 
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 業績予想進捗においては、前ページにて「売上⾼は想定よりも低調に進捗」と説明しましたが、⾜元 

 の動向を踏まえて、FY2025.Q2においては業績予想の変更はありません。 

 ARRは、⼤⼿企業の顧客内浸透が想定よりも時間を要した結果、YoY+22%で着地しました。次の 

 ページ以降では、各KPIを本スライド記載の「ARRの増減」の項⽬別に分析していますので、説明い 

 たします。 

 ARPAは、⻑期化している⼤⼿顧客の⼤型商談の⼀部が進捗し、YoY+11%で着地しました。 
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 ⼤⼿顧客内での浸透が進み、⼤型商談を取り込むことで、ARPAの成⻑が加速していくものと考えて 

 います。 

 契約企業数は、前四半期の課題であった「案件成約率」の改善により前四半期から純増数が増加して 

 います。（FY2025.Q1：17社→FY2025.Q2：38社） 

 新規企業のARRも増加（FY2025.Q1：46百万円→FY2025.Q2：67百万円）しており、新規契約企 

 業数も増加（FY2025.Q1：+89社→FY2025.Q2：+122社）しています。 

 今後の解約率改善やオンボーディング体制強化等により、FY2025の期末に向けて契約企業の純増数 

 は加速すると想定しています。 
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 解約率については、企業単位の解約率が⾼まってきていますが、「解約企業は導⼊年数の短い⼩規模 

 企業が中⼼」という傾向と、「ARR全体の成⻑に与える影響は限定的」という状況に変化はありませ 

 ん。 

 しかしながら、この状況は改善すべきと認識し、中⼩企業向けにもカスタマーサクセス体制を強化 

 し、導⼊後のオンボーディングを充実することで、解約率低減に取り組んでいます。 

 KPIの推移を顧客規模別にまとめたスライドです。 
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 当社のARR成⻑においては⼤⼿企業内の浸透が重要なドライバーでありますが⼤⼿企業のARR増加 

 ペースがまだあがりきっていません。 

 これは、当社が注⼒している⼤⼿企業に対する全社導⼊などの⼤型商談が⻑期化している結果とし 

 て、ARPA成⻑が停滞していることが主な要因です。 

 事業進捗に対しては「⼤⼿企業に対するARPA成⻑における課題」と「中⼩企業の契約企業数拡⼤に 

 おける課題」を対処すべき課題と捉えています。 

 ⼤⼿企業の「ARPA成⻑」については、顧客単位でソリューション営業を⾏うアカウントマネジメン 

 ト体制強化や、個社ごとで異なるDXニーズに対応するプロフェッショナルサービスの本格化、新た 

 なプロダクトロードマップに基づいて予定している新機能・新プロダクトにもとづく新機能のリリー 

 スに注⼒します。。 

 「契約企業数拡⼤」については、営業組織における⽣産性向上と中⼩企業向けのオンボーディング強 

 化により加速させていきます。 

 なお、上記の国内事業展開のほか、海外展開においても、注⼒国以外でも現地企業の導⼊が進むな 

 ど、順調に進んでいます。 
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 前四半期から取り組んでいるプロフェッショナルサービスについてです。 

 プロフェッショナルサービスは、企業ごとに異なるDXニーズに応える課題解決型のサービスです。 

 ⼤⼿企業各社は、DX予算を増やすなど需要が拡⼤しており、現在のプロフェッショナルサービスで 

 は個社開発案件を中⼼に推進しています。第２四半期でも数件のプロジェクトに動きがありました。 

 新たに策定したプロダクトロードマップについてです。 
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 このロードマップは、DXへの投資を拡⼤する建設業界⼤⼿顧客に対し、当社のプロダクトがDX戦⼒ 

 の推進に不可⽋なパートナーになり得ることを発信し、関係強化を図ることを⽬的に対外的に公開し 

 ました。 

 今後、DX先進企業のニーズを踏まえて策定したロードマップに基づき、プロダクト開発を推進しま 

 す。「SPIDERPLUS」の成⻑を加速させるだけでなく、対象領域を拡⼤する新プロダクトを複数展開 

 することで、現場の業務基盤、「現場インフラ」となるプロダクト群の構築を⽬指します。 

 具体的には、これまで重点を置いていた「コト」（業務）に加え、「ヒト」（⼈材）や「モノ」（資 

 材・設備）の領域にも展開します。⾃社開発に加え、他社製ソフトウェアや顧客システムとの連携も 

 推進し、早期に付加価値を拡⼤します。 

 FY2025中には新プロダクトのリリースも予定しており、職⻑や職⼈を招待して現場全員で使えるコ 

 ミュニケーションツール「S+Collabo」をリリースする予定です。 

 （プロダクトロードマップのユーザー向け紹介イベントの様⼦はこちら） 

 【S＋ User Meet UP in 東京】ダイジェストムービー（2025年7⽉公開） 

 https://www.youtube.com/watch?v=s00ipQhyhFk 

 ここから、財務ハイライトの説明にまいります。 
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 FY2025.Q2末時点における現預⾦残⾼2,644百万円、⾃⼰資本⽐率63.7%となっております。安定的 

 な財務基盤のもと事業を進めています 
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 続いて、連結損益計算書です。SPIDERPLUSのARR成⻑を主な要因としたストック収⼊が増加し、売 

 上⾼が増加しています。売上総利益率は、新たなプロダクトロードマップに基づく開発プロジェクト 

 の進⾏や開発体制の⾒直し等により、前年同期⽐から+7.3pt改善しています。 

 Q2の会計期間の販管費は約9億円となりました。FY2025の通期⿊字化に向けて四半期平均9〜10億 

 を⽬安に成⻑投資を実⾏しています。 

 連結キャッシュフローについてです。 

 営業損失の縮⼩に伴い、営業キャッシュフローが⼤きく改善しています。財務キャッシュフローのマ 

 イナスは、主に借⼊⾦の約定弁済に基づく⽀出です。 
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 売上総利益についてです。限界利益率は安定的に推移しています。また、売上総利益率は74.3%に上 

 昇しています。 

 当社は開発⼈件費の会計処理において、開発⼈員の所属部⾨や従事するプロジェクトによって、売上 

 原価または販管費に計上しています。例えば、新規性が強い機能開発に関するプロジェクトに係る⼯ 

 数は販管費に計上しています。開発⼈員やプロジェクトのアロケーションによって売上原価が増減す 

 ることがあります。 

 FY2025は新たなプロダクトロードマップを策定し、それに基づき開発プロジェクトと開発体制の⾒ 

 直しをしています。その結果、売上原価におけるサービス維持のための開発⼈件費の割合が相対的に 

 低下し、売上総利益率が好転しました。 

 売上総利益率の上昇と増収により、売上総利益は前年同期⽐+38%増加となりました。 

 16 



 販管費についてです。 

 第⼆四半期の販管費は、新プロダクトなどの開発投資を強化したことで、R&D関連の投資が前四半 

 期から増加しています。FY2025の販管費は四半期平均9〜10億円の範囲で計画的に投資してまいり 

 ます。 

 最後に、⼈的投資の状況です。 

 組織の⽣産性指標として、「従業員⼀⼈あたりのARR」を⾒ながら投資を⾏っています。 
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 ⽣産性を⾼めながら、第３四半期以降も計画的に⼈的投資を実⾏してまいります。 

 FY2025.Q2決算説明は以上となります。 

 当社は、現在拡⼤期にある建設DX市場において、「つくる⼈の “働く” を夢中にする、現場インフ 

 ラ」というコーポレートVisionを達成するため、FY2025.Q2で中期プロダクトロードマップを公開 

 しました。 

 当社は今後も、⼈⼿不⾜など社会基盤のインフラ産業である建設業界の課題をテクノロジーの⼒で解 

 決する、「現場業務の基盤システム（現場インフラ）」を⽬指して、お客様及び関係者の皆様ととも 

 に、建設業界の発展に貢献してまいります。 

 （新たなコーポレートVisionにつきましては、以下リリースを参照ください。） 

 スパイダープラス、ミッション、ビジョン、バリューを刷新（2025年7⽉8⽇） 

 https://spiderplus.co.jp/news/news-release/9176/ 

 以上 

 【本件に関するお問い合わせ】 

 スパイダープラス株式会社 財務IR部 

 メール問い合わせ先：  ir@spiderplus.co.jp 

 電話問い合わせ先 ：03-6709-2834 
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